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＜拠点構想の概要＞ 

 人間社会に特徴的な文化、文明、科学、技術は「ヒトの知性」が生み出したものである。その本

質は、生物学的には、ヒトが脳という器官を発達させ、生物集団としての協調性、長期的な計画

性、言語と文字の発明による知識の蓄積を達成したことにあると言える。 

 一方で「ヒトの知性」が生み出した社会環境への不適応というヒト特有の問題として自閉スペクト

ラム症、統合失調症などの精神疾患があり、その克服には新しいアプローチが求められている。 

 さらにヒトの脳が創り出した人工知能はヒトの機能を特定の局面では凌駕しうる性能を発揮しつ

つあり、深層学習などの社会的インパクトは著しい。 

 我々の究極の問いは、「ヒトの知性はどのようにして生じたか？」である。この問いに対し、本研

究拠点は、東京大学の知を結集し、生命科学、医学、言語学、数理科学、情報科学を独創的に融

合して、脳の神経発達という切り口から、「ヒトの知性」がどのように発達してくるのかを理解する。

さらに「ヒトの知性」と人工知能を共通の基盤の上で理解することを通じて、ヒトの脳は自分自身を

理解できるのかという、人類の最大のフロンティアに挑む。将来的には、人文社会科学の知とも

融合し、ヒトの知性のより深い理解に基づく人類社会の課題解決に貢献する。 

 

＜採択理由＞ 

本拠点構想は、脳の神経発達、精神障害、AI の 3 分野のシナジーを狙った野心的なプロジェク

トであり、この研究分野は非常に重要でタイムリーで、その進展は大きな科学的インパクトを有す

る。  

拠点長候補者の Takao Hensch 博士は、アメリカと欧州の世界的に卓越した研究所の架け橋と

なる世界的な科学者であり、招へいされる PI は、当該分野において素晴らしい世界レベルの研究

者である。 

 

（別添２） 
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本機構では、生命科学と情報科学をつなぐ新学問分野
“Neurointelligence” を創成し、ヒトの知性の本質の
理解、脳神経回路の障害の克服、新たなAIの開発を通
じて、より良い未来社会の創造に貢献する。
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発達期に脳神経回路が柔軟に変化する時期（臨界期）の基本メカニズムを明らかにし、これが操作可
能であることを示した。この成果は臨界期の解明のパイオニア的研究として国際的に認知されている。
本機構で、東京大学の文理にまたがる幅広いリソースを活かし、ヒトの知性の根源を明らかにしたい。
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主な研究内容 
 発達期に脳神経回路が柔軟に変化する時期（臨界期）の基本メカニズムを明らかにし、これが操作可能である
ことを示した。この成果は臨界期の解明のパイオニア的研究として国際的に認知されている。 


